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初年度からのスタッフ人数と、開催したおもしろ

科学体験型の年間開催数の推移表。
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2008年度は横浜市との協働（窓口＝教育委員会）はなく �き 

なりますが、横浜こども科学館の母体である（財）横浜高音 

少年育成協会ならびに、（財）横浜市男女共同参画推進協 

会とは、引き続き、子どもたちのための科学塾の開催並び 

に、その推進をするスタッフの発掘・養成事業について、共 

催または共同事業の形で、協働を進めて行きます。 

平成20年度は
初心に帰って、充実を図ろう

おもしろ科学たんけん工房

代表　卑中東一
子ともたちが自転車で行けるところにあま

く、かつ継続的に「科学体験型」の展開を目指

「おもしろ科学だんけん工房」は、3年間にわ

る横浜市との協働モデル事業により、科学体験活

動推進スタッフの養成・拡充を図ってきました。

おかlナ蜜、登録スタッフの数は、グラフのよう
に大幅に増え、運営も4地域別に進められるよ
うになりました。
しかし、折角登録しても、アシスタントととし
ての出番が、まだまだ少ない方が多数です。

もっと出番を増やせるように、開講する講座の
数を増やす必要があります。

もっと多くのスタッフが 

主任に挑戦を！ 

そのためには、主任指導員（アシスタントスタ
ッフのリーダー役）をやる方を、もっと増やして、
体験塾の開講数を増やさなければなりません。

2008年度（平成20年度）は、市と

働事業はありません。人数の拡大よりも。
バーの皆さんがもてる力を一層発揮し・科

の内容を高めて行けるように、レベルアッ

ることに重点を置きたいと考えています。
とはいうものの

【実態はまだまだスタッフ不足】
実情はスタッフの人数も決して十分ではな
く、科学体験活動推進スタッフの発掘・養成事
業も、継続して進める必要があります。

発行責任者：特定非営利活動法人おもしろ科学だんけん工房　横浜市南区中里2－12－5安田方：TEuFAXO457102679
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横浜東地区ケル一つ僑ll

港南台生き生きプレイIトク　　巨三三∃
録2007年度生き生き竹糠まつり当こ

おもしろ科学だんけん工房∴参加

「港南台生き生きプレイパーク」 は子供達が自由にのびのび

と遊べるように地域の住民が開催している遊び場ですo現在横

浜市内に7ヶ所あります。ここでは「事故は自分の責任」とい

ぅ考え方を基本にしています。子供達の冒険心・挑戦心、自由

な発想を妨げないように、「自分の責任で自由に遊ぶ」がプレ

イパークのモットーです。

11月25日（酬こ港南台中央公園で「2007年度　生き生

き竹林まつり」が開催され、9つのボランティア団体の一つと

して、おもしろ科学だんけん工房も参加しましたo

パフロケットとストロー人形を出し物に、高く上がったフィ

ルムケースをうまくキャッチするのを楽しんだり、2段ロケッ

トにしたり、またスト

ローに切込みを増やし

て’多関節ロボット

を作ったり、子どもは

遊びが上手だなとあら

ためて感心しました。

50セットと予備の

20セット全て使い果た

し、すぼらしい秋晴れ

の一日を大盛況のうち

に終えることができま

した。

拡神　勝彦記）

・・おもしろ科学体験塾を体験しで的野久子

昨年の4月からたんけん工房の活動に参加されている
的野さんに体験談をお願いしました○

現在私は「はまっ子ふれあいスクール」のスタッフの仕事も

しています。約1年前、18年度第3期インストラクター養成

満座のチラシ見つけましたoおもしろそう・私もずつと書理科

が好きだった、そして子ともたちと一緒に楽しめたらいいな、

という気持ちから応募してみました。

現場実習オリエンテーションは18年12月13日（水）でし

た。会場は戸塚の男女共同参画センター横浜eその会場に1歩

足を踏み入れたときの印象は「えーっ、男性ばかり」（実際は

女性も数人はいらっしゃいました）oこれまでいくつかのボラ

ンティアを経験しましたが、どのグループも女性の割合が多か

っだのです。

そこに集まっていた方たちは募集に応募してきた人たち、そ

してその新人を養成するために来てくれた先輩たちたったの

です。すぐに講座が始まりましたが・その先輩たちはとても親

切でした。集合研修や実習と1連の養成講座が続き子ともに

かえったように楽しかったです○○l

‘‘おもしろ科学体験豊を登録しで戸田亜希子

おもしろ科学体験型に参勤している児童の
お母さんに参観した感想をお願いしました。

帽が輝く』とよく言われますがそんな輝いている子供だ

ちの目に会えるのか、このおもしろ科学体験塾ではないでしょ

ぅか。子供か」、学生になり・工作や生き捌こ興味を持つように

なってきて、身近で、理科の実験のような事に触れられる場所

はないかと思っていた時、学校からのお知らせで、このおもし

ろ科学体験塾を知りましたo開催場所も近く・参加費用も実費

程度。これは！と子供に聞いてみると、「行ってみようかな」

との答え。早速申し込んでみました。もちろん・「理科離れ」

という言葉を新聞やニュースで目にする機会が増え・親とし

て、やはり気になっていたこともありますo「理科離れ」と一

言で言われがちですが、私は「理科」といっても・宇宙・生物・

化学反応・地層や鉱物・気象など、幅広いのではないかと思い、

その全てに興味が無い子供は少ないのではないかと思ってい

ました。「触れてみる」まずはそれが肝心oそう惑じていだと

ころだったので、とても良いタイミングたったのです〇一回、

一回の申込みというのも・親子共にプレッシャーが無く良かっ

たように思います。

最初は緊張して参加した息子も、－テーブルに3～4人と少

人数で、テーブルについて下さっていたアシスタントの方が擾

しく話しかけて下さったこともあり・ほっとしたようですo科

学館などの実験コーナーや体験コーナーに行くこともよくあ

りますが、この体験塾では、最初にこの回で何を知って欲しい

のかという目的を丁寧に教えて下さり・それから体験が始まり

ます。毎回、子供たちが皆、この授業をおとなしく聞いている

なあと感心しましたかそれは教えて下さる方の熱意が自然

と、子供達の聞く姿勢につながっているのではないがと最近感

じています。また、テーマが工作であったり・水溶液の反応で

ぁったり、生物であったりと幅広いのも・子供の興味が尽きず・

毎回参加を希望させていただき、2年目になっても子供が楽し

みにしている理由だと思いますoそんな五年生の長男の受講を

見学している三年生の次男も来年、自分の番がくるのを、目を

輝かせて待ち望んでいます○楽しさは伝染する。ということで

しょうか。

職なかでもICラジオには感動しましたolCラジオが完成して

本当に放送が聞こえた時には・すっかり忘れていた遠い昔の中

学生時代を思い出しました。鉱石ラジオを作ったときのことで

す。またテクテクザウルスの4本定のバランスに感心しまし

た。

研修も終わり、4月から「おもしろ科学だんけん工房」にボ

ランティア登録をしました○その後何回か実際の体験型でアシ

スタントを経験しました。緊張しますが終わった後とてもさわ

やかです。この会の全体的なことはまだよくわかりませんが、

1ケ月に／1回の定例会にはできるだけ出席しようと思ってい

ます。先輩の皆様よろしくお願いします。

配付先：受講児童生徒の保護者、正会員・準会員・賛助会員、その他の支援協力者、



警：軍的棚捌け脚動雌仙棚N。31第22号（3） 1）新林小学校のPTAから五年生の行事として「模型飛行機を作って飛ばしたいので協力して買えないか」との申し入 

れが、地元の工房会員である幡谷さんを通じてあり、応援することになりました。 

行事を主催する新林小PTAの理事さん達と相談し　　　　　　　　　一間鞘懸率－∴臨 

讃譲圏＼liii醗 
莱器舶公園でテストをし大いに自信を莞霊＝叢離田園溺掃門 2）善行中2年生の学年行事・地域めぐりとし て「社会貢献をしているNPOや市民団体の活　　i結締守14 

護襲馨躍i闘麗 
講読詫議詰落語…　圏醸闘畷確固“る善行中生徒達 
安田代表のインタビューや子とも達のヘリコプ　「実験や工作を通じた完成の喜びと理科の面白さを知った」、「子と 

ター作りが撮影されているTVKの番組録画を　　も時代に時計を分解してまた組立て、どういう構造か知った話を聞 

利用、またサンプルとしてホバークラフトや飛　　いて僕もやってみたいと思った」、「環境問題を解決する科学技術つ 

行機などを実演・更に訪問した3人から「他に　　てすごい」、「この団体を裏から支えている人達がいると知った」、「工 

は無い工房の特徴や材料準備の苦労話、理科工　　房の活動を体験したい」、「今の子とも達の理科離れを本気で案じて 

作にまつわる中学時代の楽しかった経験・工房　　いるんだ」、「理科は今までおんまり好きでなかったけど、話を闘い 

活動を支える事務や経理の講などを披露しまし　　て面白くなりそうだ」などなど 

たo右に生徒達の感想を紹介しますo　／　その他の科学塾活動の様子は、今回紙面の都合で省略しますが、 

http：／／park2．wakwak．com／～tanken／の「活動記録」で 

七色の炎：高橋主任演示の青い炎を不思議　　　　ご覧になれますo 

そうに見入る子とも達と保護者（誌濁）l 

闘醜聞闘魂鞄鑑三器 、疑閑寂ふ　姓綴綱綴懸想ラフトに乗って」 滋幽†闘鶏　態董（21号で蝦の舘 

へ隅　田轍ザ　　　　　　　　　中文化祭にて） ＝撃讃闘測888聡′　　諮　　、肥 

子供達の笑顔が私達のやりがいです　　　　　　　　　　　　取材と記事制作 

一子供達と一緒に理科工作や自然観察をして理科に親しもう－　　藤沢地区グループ：郷、品田 

ー置－ 

発行責任者：横浜市南区中里2－12－5　おもしろ科学たんけん工房
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スタッフのプロフィール紹介

藤清　美士　さん

Al：愛知県碧南市で生まれ、ここで高校まで過ごし、名古屋

で学生生活を送り、就職で東京に出てきました。専攻は地球

物理学です。石油開発会社で、国内（新潟、北海道等）、海外

Ql　生まれた年と、鍋所、簡単な略歴、現住所

Q2たんけん工房に参加するようになったいきさつと、動機。

Q3たんけん工房でやってみたいことはどんなことですか具体的

なテーマでも、夢のイメージでも。

Q4　趣味や道楽は？

Q5　子どもたちに　ぜひすすめたいことは？

Q6その他付け加えたいことがあればご自由に一宮。

I墓誌誌藷乍諾業豊課業欝　　竹内英太さん
田町に住んでいます。

A2：家内が「たんけん工房の推進スタッフ養成研修募集」の

ビラを入手してきました。何かボランティア活動をしだいと

考えていたこと、理系人間で科学的なものに興味を持ってい

たこと、教育に関心があったことから応募しました。

A3：現在までに10回ほどアシスタントをさせていただきま

した。リハーサルでは、諸先輩、主任の方々が、よくぞテー

マと作品を子供向けに考えられたと感心し、楽しくわくわく

と作業をさせて貰っています。また、本番では、いろいろな

子供を相手に、少し緊張をもって、楽しく過ごしております。

今後については、具体的なものはありませんが、もう少し幅

広く活動できればと思っています。

A4：趣味としては、学生時代にサークル」活動として、奇術を

始めました。若いころは機会があるたびに結構演じたのです

か、最近はほとんど渡っていません。ゴルフは下手の横好き

の典型ですが、月に1－2度プレーを楽しんでいます。

A5：教えられるだけでなく、自分自身で考え、行動し、理解

すること。テーマによっては、子供たちに、実用化されてい

る簡単な機構の製品を分解して見せることも面白いかと思い

ます。

A6参加する児童の学校が偏っているようです。できれば会場

を増やしたらよいと思いますが一一、対応が大変ですね。

地域出前企画

男女共同参画センター横浜北

との共同事業

同センター横浜北が、地域活動と

して展開する「出前講座」について

おもしろ科学たんけん工房がその

内容を分担し「おもしろ科学体験

塾」の実施に付き協力します。

会場は下記を予定します。

5月：長津田小学校

7月：鉄小学校

10月：希望が丘小学校

11月：長津田小学校

Al：横浜市中区で生まれ、現在は青菜区に

住んでいます。 この間何度か引越しをしましたが、5

年の間、住民票はずっと横浜市から出たことはありません。

小学生時代は模型工作に励み、中学生の時に電気の面白さに

シどれ、学生時代はすっかりのめりこみ、挙句の果て、この

心の感電がたたって現在も電気（無線通信）関係の仕事をし

ています。

A2：定年を意識せざるを得ない年齢となり、今後の生活を自

分の好きなことをしながら（これが優先）社会の役に立てる

道はないかと考えていたところ、昨年11月にインストラク

タ養成研修のことを知り、これぞとばかりに、研修参加後、

たんけん工房の仲間にさせていただきました。

A3：不思議の発見、ゼロからのもの作りなど、子供達が興味

を持ち、感動するような実験や工作を共にやっていきたい。

実験的要素を前面に出したもの、複数回で仕上げる部材加工

からの工作や大型作品などもやってみたい。

A4：趣味は、汽車の旅、街歩き、温泉めぐりなど。汽車の旅

は定年後に旧国鉄2万kmにチャレンジしたい。

スポーツは、スキー、バドミントンにはかなり熱中したので

すが、最近は遠のいています。

A5：疑問と行動。驚きと不思議を大事にし、自分の五感すべ

てを使って（場合によっては第六感も駆便して）物事を体験

してほしい。

A6：会社勤めの身であり、土日中心の活動となっています。

工房の諸先輩の行動力や知識・ご経験とにはだたただ脱帽で

す。これらに感化され自分も成長しながら、微力ながらも活

動をしていきたいと思っております。

両センター　それぞれとの共同事業

〇回センター横浜北では、おもしろ科学体験塾を、5回／年間

科学体験活動推進スタッフ養成研修を1回（6月から10月にかけて）。

○同センター横浜では、おもしろ科学体験型を、11回／年間

科学体験活動推進スタッフ養成研修を1回（12月から翌年3月にかけて）
男女共同参画センターとの　これらの共同事業を通じて、

会場の確保と同センターの広報力活用が可能になります。

配布先：受講児童生徒の保護者、正会員・賛助会員・準会員、その他の支援協力者
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平出　一郎　さん

Al：旧満州で生まれ、安東（現丹東）からリュックひとつで

引捌ナて来ました。高度成長の波に乗りここまで来ましたが、

今後の生き方が考えところです。

A2：60才定年から10年、福祉ボランティアグループに居り

ます。高齢者や障害者の通院介助、庭の草取り、日曜大工を

生かして手すり、スロープ棚の取り付けなどをしていまし

たが、私もそろそろ介助される年齢に入ってきたことを自覚

し、今後は次世代のための活動にと首を突っ込みました。

A3：OECDの15歳調査に表れているように、学力低下し

た中でもまだ科学への興味が残っています。そのため子供た

ちが科学に興味を持つようなテーマで自分自身も楽しくなる

ものなら特にこだわりません。

A4：趣味は　絵画、日曜大工　などですが、以前は油絵の具

の重さも平気だったのか今ではパステル画、またボランティ

アで部屋の壁まで作っていたものが今では関節リュウマチの

方の治具づくり語度と、老齢化を感じています。

A5：何にでも興味を持ってやってみること。

的野久子さん

Al：佐賀県の田んぼの真ん中で生まれ

ました。現在能見台のマンションに住んでいます。これから

の季節は日の出日の入り、それに雪をかぶった富士山がよく

見えます。天気のいい目は朝起きてベランダからきれいな富

士山が見えると、今日もがんばろうという気持ちになりま

す。

A2：この約3年間「はまっ子ふれあいスクール」のスタッ

フの仕事をしています。工作敬重などのイベントを計画した

りしますが、たんけん工房で何かいい知恵をもらえないか

な、などとあつかましいことを考えました。またやる気のあ

る子ともたちと一緒に物事をすすめていくことが好きで、た

んけん工房に応募しました。

A4：民生委員をやっていたつながりで、子育て支援、高齢者

のためのボランティア活動をしています。趣味といえるかど

うかわかりませんが、詩吟を数年やっていて中国の李白、杜

嵩の世界が好きです。

A5：たんけん工房への参加をきっかけに科学への興味と関心

を広げてほしいと思います。

島谷健一　さん

Al：生まれたところ　東京都蒲田区六郷

現住所　　横浜市戸塚区南舞岡1－22－11

略歴　昭和34年　金融機関に就職

平成3年　高齢者向けの人材派遣会社許認可をえて設立

平成12年12月末同社退職

平成13年4月から　横浜市教育委員会生涯学習諜

（戸塚区役所地域振興課）勤務平成16年3月退職

平成16年4月から横浜高市民活動支援センター勤務

平成17年5月退職

A2：私はNPOについて疑念を持っております。

なせグループ（任意団体）として存続できないか、そのほ

うが融通性はあるのでないか？　しかしNPOの活動が知

られるうちに、NPOのメリットはどこにあるか、それを学

ぶために入りました。

A3：私は歩くことが好きです。生殖物など歩きながら学び

標本づくりなど。

しかし今はこのNPOを戸塚区の方々に知ってもらいたい。

例えば。はまっこ、学童保育などでの会員の皆様のお手伝

いには感銘を、良いことと思います。

A4：私の活動　下記などのグループに入っております

舞岡まちづくり塾；自然大好き・戸塚塾

戸塚いきいきライフ；南舞岡一・二丁目建築協定委員会

A5：個人として地域の変化を子ともたちに伝えたいと思っ

ております。

①　街の風景の変化

戦争の話し、疎開生活の話は子供も関心をもつi

②　路庵の石仏

A6　　プログを平成18年11月閑投

いま訪問者は1300名程度と、いまひとつ工夫

が足りない。

t　… �� 

r”〝””ル仰のリンカ。γ賀‘リリンカ〝’”’γm／mm′写

経紫
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配付先：受講児童生徒の保護者、正会員・賛助会員・準会員、その他の支援・協力者

虜



（6）　　　　　　だんけん適偉第22号2008年偶成20勧1月1自発寄

右は、2007年11月28

日付け朝日新聞に載った記事
のコピーです。

おもしろ科学たんけん工房
は、実験“工作を主な内容と

する体験塾を開いていますが、
その目的は、科学知識を「数え
込む」ことではありません。

実験や観察や工作を通じ
て、理科の面白さ、楽しさを
体で学び取ってはしいという
ことが目的であり、更には、

実験や精察や工作を通じて、
科学する態度や、自ら考え
る力を伸ばすこと、なぜだろ
う？という疑問をもち、探求
したり、工夫したりする力を

身につけてほしいと考えてい
ます。
しかし、おもしろ科学体験
塾に来る子どもの60％は、「
塵科大好き」とアンケートに

答えているものの、自ら考え
る態度や自ら疑問を持ち、
突っ込んで考える力は、決し
て高くはありません。

おもしろ科学体験豊の内
容についても、私どもは、さ
らによく検討しなおし、子ども
たち自身が「考える」蛙庭や
「考える」力を身につけて行

ける契機になるような塾にす
るために、教材の華偶や、教材
の提示の仕方などを、更に研究

する必要があると考えていま
す。

実験や工作は、スタッフの
指剥こ従ってやるだけでも、

それなりに楽しいし、面白い
ことは確かですが、塾が終わっ

た後に子ども連にアンケート

を行って、「楽しかった、面白
かった」という回答を貰っただ

けで、私どもが満足していて良
いのだろうか？　という自問

自答から、初心に立ち震って、

個々の教材アイテムや、その組
み合わせであるシナリオの、再

験封に踏みこみたいというこ
とから、主要メンバーによる
「事例研究会」を、斬たに1月

からスタートすることにしま

した。　　　　（安田記）

実験好き、考えるの苦手
●嶋め鴫題－i 

門脇鶉課醗臨臨 
：軌帝書笛 
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事案案SS““‾‾ 

〈正答〉「畿えでしまうjr空細こふれるから」 

Q2シャープペンシルの芯を使った 　軍法を接ぐ書かせる方法は？ 

事案案看賀賀“－、 

〈正答〉「容欝内の空気を披く」「ビンを 
小さくする」注ど 

oEcD　15職　掌力績董

経済協力賞発機構（0ECD）が15歳を
応用－ �力　日 �本は続落 

対象に、3年ことに実施している、国語的な学習到達度照査の編集が、12月4日に公表さ

れました。「競解力」、「数学的リテラシー」「科学的リテラシー」のいずれにおいても、日本

は2000年度、2003年度→2006年度と、純露していることが闇題です。

配付先：受講児童・生徒の保護者、準会員、その他の支桟協力者、賛助会員、正会員

「“

理
科
の
実
験
で
、
結
果
が

予
想
と
違
っ
た
場
合
、
原
因

を
蘭
べ
よ
う
と
い
う
子
ど
も

は
、
小
学
校
よ
り
中
学
校
の

方
が
少
な
い
・
・
こ
ん
な
傾

向
が
、
国
立
数
育
政
策
研
究

所
が
∞
一
日
に
ま
と
め
た
理
科

の
投
棄
の
課
趨
繭
査
で
分
か

っ
た
。
8
割
以
上
の
子
ど
も

が
「
実
験
や
観
察
が
好
き
」

と
答
え
だ
が
、
研
究
所
は
、

実
験
結
果
か
ら
考
察
し
た
り

活
用
し
た
り
す
る
カ
は
あ
ま

り
定
着
し
て
い
な
い
、
と
分

析
し
て
い
る
。

調
査
は
8
年
1
～
2
月
、

全
国
の
小
中
学
校
2
1
1
校

の
小
5
生
3
2
8
4
人
と
中

2
生
3
1
9
6
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
。

小
5
の
8
％
、
中
2
の
総

％
が
「
観
察
や
実
験
が
好

き
」
　
　
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
は

好
き
」
と
答
え
た
。
一
方
、

「
考
え
が
正
し
い
か
謂
べ
る

た
め
、
観
察
や
実
験
の
方
法

を
自
分
で
考
え
る
」
は
小
5

の
望
％
に
対
し
、
中
2
は
滋

％
。
「
予
想
と
異
な
っ
た
時

に
原
因
を
蘭
べ
よ
う
と
す

る
」
′
は
小
5
が
望
％
で
、
中

2
賎
命
％
だ
っ
た
。
同
研
究

所
は
「
学
年
が
進
む
と
内
容

が
高
度
に
な
る
と
い
う
面
は

あ
る
も
の
の
、
課
題
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

考
え
る
力
が
身
に
つ
い
て

理
科
、
小
5
よ
り
中
2
顕
著
い
な
い
こ
と
は
、
具
体
的
な

問
題
の
正
答
率
に
も
表
れ
て

い
る
。
富
室
で
は
、
実
験
や

観
察
の
榛
子
を
ビ
デ
オ
で
見

せ
て
出
趨
し
た
。

小
5
で
は
、
「
イ
ン
ゲ
ン

豆
の
発
芽
に
は
膿
精
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
予
想
の
当

否
を
実
験
で
椎
か
め
る
闇
鼠

が
出
さ
れ
た
。
必
要
な
奥
義

を
選
ぶ
段
階
で
は
等
％
が
正

解
し
た
が
、
「
予
想
は
間
違

っ
て
い
た
」
と
い
う
緒
論
ま

で
到
達
で
き
た
の
は
8
％
。

電
球
か
ら
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を

取
り
出
し
て
通
電
さ
せ
る
中

2
の
問
題
で
は
、
外
気
中
で

は
す
ぐ
に
切
れ
る
理
由
龍
帥
〇

％
が
正
解
し
た
が
、
長
く
轟

か
せ
る
方
法
ま
で
答
え
ら
れ

た
の
は
8
％
だ
っ
た
。

（
中
井
大
助
）


